
「深い学び」の実現に向けて
ー学習指導要領の改訂を視野に入れてー
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前回の教育課程の基準の改訂

平成26年（2014） 大臣諮問

平成27年（2015） 論点整理

平成28年（2016） 答申

平成29年（2017） 改訂・告示







資質・能力の育成
↑

主体的・対話的で深い学び



6

個別最適な学びと協働的な学び



今回の教育課程の基準の改訂

平成26年（2014） 大臣諮問 →令和6年度（2024） 大臣諮問

平成27年（2015） 論点整理 →令和7年度（2025） 論点整理

平成28年（2016） 答申 →令和8年度（2026）

平成29年（2017） 改訂・告示 →令和8年度（2027）







今回の教育課程の基準の改訂

平成26年（2014） 諮問 →令和6年度（2024） 諮問

平成27年（2015） 論点整理 →令和7年度（2025） 論点整理

平成28年（2016） 答申 →令和8年度（2026）

平成29年（2017） 改訂・告示 →令和8年度（2027）
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中央教育審議会教育課程企画特別部会2月2日配布資料



どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか
知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等
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育成を目指す資質・能力の三つの柱



資質・能力の育成と

主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」の視点）の関係（イメージ）

知識・技能

思考力・判断
力・表現力等

学びに向かう
力・人間性等

※ 基礎的・基本的な知識・技能の習得に課題が見られる場合においても、「深い学び」の視点から学習内容の深い理解や動機付けにつなげたり、「主体
的な学び」の視点から学びへの興味や関心を引き出すことなどが重要である。

◆ 「アクティブ・ラーニング」の３つの視点を明確化することで、授業や学習の改善に向けた取組を活性化することができる。これによ
り、知識・技能を生きて働くものとして習得することを含め、育成すべき資質・能力を身につけるために必要な学習過程の質的改善を実現
する。
◆ 資質・能力は相互に関連しており、例えば、習得・活用・探究のプロセスにおいては、習得された知識･技能が思考･判断･表現において
活用されるという一方通行の関係ではなく、思考･判断･表現を経て知識･技能が生きて働くものとして習得されたり、思考･判断･表現の中
で知識･技能が更新されたりすることなども含む。

学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

未知の状況にも
対応できる

思考力･判断力･表
現力等の育成
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主体的な学び

深い学び

対話的な学び

サポートマガジン『みるみる』
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6

https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6


♯３ 「主体的・対話的で深い学び」と「個別最適な学びと協働的な学びの一体
的充実」の関係～「全ての子供」に資質・能力の育成を図る～
【基本編①】～【基本編②】で見てきたように、「主体的・対話的で深い学び」
の実現を通じて、これからの社会で求められる「資質・能力」の育成を図るという
学習指導要領の目指すものを、多様な特性を有する全ての子供に対して実現し
ようという視点が「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」です。
近年、学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」と令和答申が示す
「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の関係性がどうなっている
のか、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」が「主体的・対話的で
深い学び」を上書きしたのかという疑問も聞かれます。この点については、あくま
で「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じて資質・能力の育成を図っていく、
ということを多様な特性を有する全ての子供において実現するということが出発
点としてあり、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」はそのための
具体的な改善の視点であることに留意していただきたいと思います。例えば、子
供一人一人が個別に学ぶ場面や、協働する場面が準備されていたとしても、子供
たちの「主体的・対話的で深い学び」につながっていなければ、本末転倒になって
しまいます。
「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」が盛んに授業研究のテー
マとなっていくことは歓迎されることですが、それ自体が目的化することがないよ
う、「主体的・対話的で深い学び」を通じた資質・能力の育成という出発点に立ち
戻って考えることが大切です。



中央教育審議会教育課程部会総則・評価特別部会12月15日配布資料

※研究では、教師による直接的な教
授の有効性が示されている



学習指導要領の構造化



〇 生成AIが飛躍的に発展する状況の下、個別の知識の集積に止まらない

概念としての習得や深い意味理解を促すとともに、学ぶ意味、社会やキャリ
アとのつながりを意識した指導が一層重要となる中、そうした授業改善に直
結する学習指導要領とするためにどのような方策が考えられるか。特に、各
教科等の中核的な概念等を中心とした、目標・内容の一層分かりやすい構
造化をどのように考えるか。



事実に関す
る知識

統合された状態

方法に関す
る知識

自在に発揮できる状態

実際の社会で活用できる資質・能力
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個別の資質・能力

高次の資質・能力

統合的な理解 総合的な発揮



「深い学び」



いろんなお仕事があるこ
とがわかりました。どのお
仕事も違うけれど、似てい
ることが二つあります。

一つは、ほとんど大変だと
いうことです。

もう一つは、誰かのために
するということです。



知のネットワーク化



どのよう
にして支配
したか？

武家諸法度
参勤交代

大名の配置

全部だ！

そうか。一つ一つではな
くて全部が関係しているん
だ。三つをつなげて、大名
の財政力を弱めたんだ。



統合された状態



「ダイズを育てよう」



「ダイズを育てよう」

Ａ男：「ダイズは生まれたときにはへそとへそ
とがくっついていて、へそから栄養をもらっ
ているんだよ。」

Ｂ男：「それなら、ダイズの親は枝で、さやが
子で、ダイズがその子どもだね。」

Ｃ男：「なんか、人間みたいだね。」



いのち
（人間）

統合された状態



支え釣り込み足は、かける
足の位置が大事だと思うよ。

それよりも軸足が大事じゃ
ないかな。体が後ろに逃げ
たら、重心が下がって力が
入らないよ。

確かに

サッカーだって、重心の軸
がしっかりしていないと強い
キックが蹴られないんだよ。

なるほど だから、重心を保つために
軸足は、少し内側に向けてお
く必要があるはず。だって、野
球の盗塁だって、どっちにも
動けるように両足を内側に向
けているでしょ。

そうか

これまでは、受け流すことで合理的
に技をかけることを学んできたけど、
今日は重心、軸の大切さを考えた。
どのスポーツも一緒なんだ。





自在に発揮できる状態



「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」の可視化による「深い学び」の具現化

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能
(例）

個別の知識や技能が
相互に関連付けられて
一般化されながら
統合的に理解される

＜生きて働く＞

他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等
(例) ・二つの数量の変化・対応関係を見いだし、式やグラフを用

いて考察する
・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定して
処理したりその結果に基づいて判断する

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

資質・能力の
「深まり」の
可視化

資質・能力の
「一体的育成」
の可視化

知識の理解も、それが生きて働くように深く学ぶことが重要。思考力、判断力、表現力等も、社会や生活で直面する未知の状況でも課
題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（資質・能力の「深まり」）

ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（資質・能力の「一体的育成」））
こうした「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」を学習指導要領上で可視化することにより、資質・能力の関係性の
理解や、それらを一体的に育成するための教師の単元づくりを助け、「深い学び」を授業で具現化しやすくする
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複雑な課題の解決に向け
て、個別の思考力、判断
力、表現力等を総合的に
働かせる

資質・能力の
「深まり」の
可視化

高次の資質・能力
知識及び技能に関する統合的な理解

個別の知識や技能が相互に関連付けられて
一般化され、統合的な理解となった姿

(例) 関数を使えば未知の状況を予測できる

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を予測して、具体
的な解決策を選択する

複雑な課題の解決に向けて、個別の思考力、判断力、
表現力等を組み合わせたり選んだりして総合的に働かせた姿

高次の資質・能力

中央教育審議会教育課程企画特別部会2月2日配布資料



「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」の可視化による「深い学び」の具現化

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能
(例）

個別の知識や技能が
相互に関連付けられて
一般化されながら
統合的に理解される

＜生きて働く＞

他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等
(例) ・二つの数量の変化・対応関係を見いだし、式やグラフを用

いて考察する
・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定して
処理したりその結果に基づいて判断する

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

資質・能力の
「深まり」の
可視化

資質・能力の
「一体的育成」
の可視化

知識の理解も、それが生きて働くように深く学ぶことが重要。思考力、判断力、表現力等も、社会や生活で直面する未知の状況でも課
題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（資質・能力の「深まり」）

ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（資質・能力の「一体的育成」））
こうした「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」を学習指導要領上で可視化することにより、資質・能力の関係性の
理解や、それらを一体的に育成するための教師の単元づくりを助け、「深い学び」を授業で具現化しやすくする
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複雑な課題の解決に向け
て、個別の思考力、判断
力、表現力等を総合的に
働かせる

資質・能力の
「深まり」の
可視化

高次の資質・能力
知識及び技能に関する統合的な理解

個別の知識や技能が相互に関連付けられて
一般化され、統合的な理解となった姿

(例) 関数を使えば未知の状況を予測できる

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を予測して、具体
的な解決策を選択する

複雑な課題の解決に向けて、個別の思考力、判断力、
表現力等を組み合わせたり選んだりして総合的に働かせた姿

高次の資質・能力
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「深い学び」の実現



深い学び

「知識・技能をつなぐ（関連付ける）」

↑
「活用・発揮」



INPUT OUTPUT

Ａ：内化する → Ｂ：外化する
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複雑に絡み合う「知識の構造」

場面

価値

知識

知識

中心概念

場面

場面

知識

知識

知識

知識 知識

目的
手応え
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※ 今次改訂で進める単元のまとまりごとの授業づくりを助け、「深

い学び」の実現に繋げるためにも、言語能力の発揮による「外化」（注

）が鍵を握る。
（注）書く、話すなどの活動を通じ、知識の理解や頭の中で思考したことなどを表現すること



「GIGA×深い学び」 (全校種・全教科等)
デジタル学習基盤で「深い学び」が

実現する学習指導の例



GIGA ×深い



単元の指導計画



単位時間の学習指導



【子供の「深い学び」の姿】

A児は、5+3.8の計算について、数字を一番右の位に揃え答えを4.3
と求めていた。クラウド上で参照する中で、8.8という答えがあるこ
とを知り、他の子供のリットルマス図に着目した。5が5Lであり、
3.8Lが3L8dLであることを、リットルマス図で理解できたA児は、自
らの計算を修正し、整数＋小数の計算の仕方を以下のように説明する
ことができた。

「5と3.8をたすには、整数のたし算のひっ算の時と同じように位をそ
ろえることが大切だと分かりました。５と３は同じ１の位なので揃え
ます。ひっ算の時は位をそろえることを忘れないようにしたいです。
整数の時もたし算とひき算は、どちらも位を揃えたので、小数のひき
算でも位を揃えればできるか確かめてみたいです。」

５
＋ ３．８

  ４．３

５
＋ ３．８

  ８．８



INPUT OUTPUT

Ａ：内化する → Ｂ：外化する

１．入力情報

２．処理過程

３．出力機会

４．プロセス
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「深い学び」の実現に向けて
ー学習指導要領の改訂を視野に入れてー

文部科学省初等中等教育局主任視学官

田村 学
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